
 

 

 

 

イチゴ新品種「みおしずく」栽培研修会を開催 

 

イチゴ新品種「みおしずく」の本格栽培が令和５年３月から開始されます。当課では、

市場出荷に向けて生産者が関係機関と連携し、品種特性に合わせた栽培を開始できるよ

う、「みおしずく」栽培予定者を対象に栽培研修会を開催しました。 

令和５年１月 19日、野洲市歴史公園田園空間センターにて、イチゴ新品種「みおしず

く」の苗注文者（15経営体、20名）と関係機関（６組織、15名）を対象に、品種特性に

ついて説明を行いました。生産者からは「現在試験している内容もできるだけ栽培に反映

させたいので、早く試験結果などの情報が欲しい」と要望がありました。 

その後、株式会社平和堂の平和堂ファーム「みおしずく」栽培ほ場へ移動し、植物体の

状態を見ながら、栽培上の工夫などについて平和堂ファームのイチゴ担当者より説明して

いただきました。 

今回は、ＪＡレーク滋賀管内の生産者と関係機関を対象としたことから、当課と高島農

産普及課のほか、大津、湖南、高島の各地域農業センターが連携して開催しました。 

研修会では、生産者同士のつながりが生まれており、アンケートへ「市場へ出荷す

る」、「条件次第で出荷する可能性がある」と回答した生産者が合わせて 65％だったこ

とも判明し、今後の産地づくりへ向けてスタートが切れました。 
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